
1994年に建設省荒川下流工事事務所（現国土交通

省関東地方整備局荒川下流河川事務所）の呼びかけ

で始まった本活動は、2010年度で17年目を迎えま

した。本活動は、ゴミの内訳は何かを調査し、数え

ながらゴミ拾いを活動として、流域の至るところで

実施されてきました。また、これまで年度ごとの散

乱ゴミ（ゴミ袋に収まる大きさのゴミ）や粗大ゴミの

収集結果をもとに、参加者に対して環境問題の気づ

きを促してきました。荒川という地域に密着した活

動を展開しながら、累積参加者12万活動をサポート

するという中間支援組織としての役割を担ってきま

した。そして、17年目を迎えた2010年度の活動は、

①ゴミによって被害を被る自然の回復を目指し、②

ゴミの減量社会に訴える情報発信の強化という視点

を新たに加えています。

1）地理的な状況

荒川は、埼玉県および東京都を流れ東京湾に注ぐ

河川です。一級水系である荒川水系の本流で一級

河川に指定されています。水系として、流路延長

173km、流域面積2,940平方キロメートルになり

ます。川幅（両岸の堤防間の距離）は御成橋（埼玉県

鴻巣市・吉見町）付近で2,537mになり、日本最大

とされます。

埼玉県、山梨県、長野県の三県が境を接する甲武

信ヶ岳（こぶしがたけ、2,475m）に源を発し、埼

玉・東京を流れ、江東区と江戸川区の区境で東京

湾に注ぐものです。
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はじめに 1．荒川の状況

出典：荒川流域図
野村圭佑著（2000）「まわってめぐって　みんなの荒川」

特定非営利活動法人　荒川クリーンエイド・フォーラム

第13回日本水大賞【国土交通大臣賞】

荒川発！主体間連携によるパートナーシップを実現した環境保全活動
～過去16年の軌跡と飛躍する17年目のクリーンエイド～



2）環境・社会的な状況

現在、荒川には広大な水面とヨシ原などの水生植

物群落や草地等が広がり、魚類、昆虫類、鳥類な

ど多くの野生生物が生息する場で、東京の都心部

では最大の水辺空間の一つとなっています。全国

的に水辺環境への関心が高まっている中で、荒川

は、都市と自然を巡る問題において、非常に重要

な財産として期待されています。一方で、流域人

口1千万人を抱える荒川流域において、上の写真の

とおり、下流域のヨシ原には、甚大な量の漂着ゴ

ミが堆積するという課題が顕在しています。

3）漂着ゴミ問題の状況

荒川のゴミは、不法投棄を含め、流域のあらゆる

場所から、様々なルートで川に入り下流のヨシ原

等に流れ着いたものが大半を占めます。これはま

さに、あらゆるゴミが集積する“消費社会の縮図”

といえるでしょう。こうした現状を受けて、荒川

クリーンエイドでは、ゴミを種類別に数えながら

拾い、拾ったゴミのデータを社会に発信してゴミ

の発生抑制につなげています。

①プラスチック類の破片

荒川で拾ったゴミの中には破片やその他の細かな

ゴミも多く含まれます。2010年度の割合において、

プラスチック・発泡スチロールの破片が全散乱ゴ

ミ数の約1/4を占め、紙やガラスの破片を含めると

約3割が破片ゴミとなります。（図表1）。

これら微細なゴミはすべて拾い切ることはできな

いため、実際には、荒川にはこのような破片ゴミ

が無数に存在しているといえます。プラスチック

類は環境中に放置されるとどんどん微細化し、回

収が困難となるばかりでなく、魚や鳥等が誤飲す

るなどの影響が問題視されています。

②近年急増するペットボトル

破片を除いた散乱ゴミのランキングを見ると、最

も多く回収されたゴミは、ペットボトルでした。2

位以下を大きく引き離しています。（図表2）。ペッ

トボトルが最も多いゴミとなったのは、2009年に

引き続き2年目のことです。
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図表1 破片・細かなゴミの割合



1）設立の背景

①自然豊かな荒川は漂着ゴミ問題に悩む

東京の下町を流れる荒川は、自然の働きによって、

ヨシなどの植物が茂り、虫や鳥、魚などの生き物

たちにとって貴重なすみかとなっています。しか

し、約1千万人の流域人口を誇る当該河川の水際や

河川敷では、漂着ゴミ問題が深刻なものとなって

きました。ゴミの堆積が影響し、ヨシ原などが枯

れてしまうことで、荒川本来の豊かな生態系の喪

失が懸念されてきました。

②荒川通水70周年を記念して活動を開始

当活動は、1994年、荒川放水路通水70周年を記

念して、「荒川クリーンエイド」と称して、建設省関

東地方整備局荒川下流工事事務所では、地元の市民

団体や河川敷を利用する自治体・企業などが参加す

る調査型クリーンアップの展開を図りました。

活動の運営当初は、参加した市民団体関係者によ

る実行委員会形式を取っていました。活動規模や

範囲が拡大してきたことで、地域の市民団体が中

心となり、1997年に任意団体「荒川クリーンエイ

ド・フォーラム」を結成して組織としての基盤強化

を図りました。

③設立目的を明確化

被害が顕在化する海岸の漂流・漂着ゴミ問題がク

ローズアップされるなか、東京湾に注ぐ都市河川

荒川においても、上流域や支流から流れてくる大

量のゴミ問題に打開策を打つ必要性が高まってき

ました。このような問題意識を受けて、荒川の上

流（埼玉県秩父）から下流の江戸川区まで、流域のい

たるところで地元市民団体、学校、企業、自治体

などの多様な主体とのパートナーシップを実現し、

様々な人たちと数えるゴミ拾い活動を展開してい

くことで、ゴミの削減をはじめ、生物多様性の保

全、水質の浄化、子どもの環境教育を実践すべく、

以下の目的をNPO法人の定款に明記することとな

りました。

定款第3条目的　出典特定非営利活動法人　荒川

クリーンエイド・フォーラム　定款

1 荒川のクリーンアップを通じて川と親しみ、

市民の環境保全の意識を高揚すること

2 活動を通じて市民が自発的に参画し、アジェ

ンダ21※に示された「行政」「自治体」「企業」な

ど他セクターとのパートナーシップの実現を

めざすこと

3 荒川沿川住民による河川環境保全の活動を進

め、河川管理への市民権を確立していくこと

※アジェンダ21：

1992年、ブラジルのリオ・デ・ジャネイロ市で開催された地球

サミット（環境と開発に関する国際連合会議）で採択された21世紀

に向け持続可能な開発を実現するために各国および関係国際機関

が実行すべき行動計画。

①主体間連携、そして、参加者の飛躍的拡大

～年間2,600人から10,000人の大台へ

1994年秋の参加者は2,600人ほどでしたが、こ

の事業に参加した地域の市民団体が中心となって実

行委員会を組織し、以後、毎年秋に、荒川クリーン

エイド○○（西暦）と銘打って活動を継続し、1995、

1996年には約4,000人が参加しました。

活動規模や範囲が拡大してきたことで、1997年

に任意団体「荒川クリーンエイド・フォーラム」

を結成し、組織としての基盤強化を図り、1999年
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図表2 2010年 散乱ゴミワースト2010ランキング

2．「NPO法人荒川クリーンエイド・フォー
ラム」の沿革

3．過去の16年間の軌跡



にNPO法人を取得したことで盤石な組織体制の構

築が整ってきました。

近年では、荒川上流域の埼玉県秩父市・熊谷市な

どの自然保護団体が当活動に参加したことで、秩

父から東京湾まで流域一環としての大規模な活動

を年間約100会場、1万人前後の参加者を得て実施

しています。

②狭義のクリーンエイド（ゴミ拾い・ゴミ調査）を構

成する諸活動が広義のクリーンエイドを形づくる

ゴミ拾い、ゴミ調査を中心に、様々な活動を実施

し、総合的に荒川の環境を考え、市民の意識の向上

を図ってきました。下記6つの活動が相互に付加価

値を付け、広義のクリーンエイドを構成しています。

a クリーンエイド活動（ゴミ拾い・ゴミ調査）

種類別にゴミを数えながら拾います。ゴミの種類

と数を確認することで、参加者一人ひとりに気づ

きをもたらします。

調査結果を活かして、ゴミの発生をおさえ、ゴミ

のない社会を目指します。

b 自然体験活動・環境学習

ゴミ拾い・ゴミ調査とともに自然に親しむ活動を

進めています。
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自然観察会やエコツアーを開催。また、小中学校

の総合学習支援や、指導者育成講座の開催、「荒川楽

習実践ガイド」「荒川遊学ガイド」などの発行を通じ

て、荒川を利用した水辺の学習を支援します。

c 水質調査

年に2回水質調査を実施し、市民の手で川の健全

性を調べ、身近な川の水質への関心を高めています。

d 流域連携

荒川源流や中流域のエコツアーを実施して、上中

流の方々と交流。

流域全体の市民が連携して荒川の問題を考える

「荒川流域水環境シンポジウム」を実行委員会で開催

するなどの流域連携を継続し、荒川の上流から下

流まで力を合わせて課題解決をはかります。

e 社会貢献活動や市民参画への支援

荒川クリーンエイドへの参加や各種研修などを通

じて、企業や自治体などで働く人が社会性を発揮

する場を提供しています。

f 情報提供

ニュースレター、Eメールニュース、報告集など

を通じて活動の状況や成果を広報しています。

1）荒川クリーンエイド活動の定量的飛躍

2010年に流域各地で実施された荒川クリーンエ

イドの参加者数、ゴミの回収量等を概観します。

①年間110箇所の活動を流域各地で実施

上流から河口まで、年間延べ120会場の申込（エ

ントリー）があり、雨天中止を除くと110会場が実

施されました。これはいずれも過去最高となりま

した。（図表3）

②参加者1万人を超える

2010年は年間延べ10,675人となりました。過

去2番に多い参加人数です。

③約5,000袋（約12t相当）の散乱ゴミ、約1,000個の

粗大ゴミを回収

45 のゴミ袋に入るゴミを「散乱ゴミ」、入らな

い大きなゴミ・重いゴミを「粗大ゴミ」と呼んでいま

すが、2010年は散乱ゴミ4,814袋（約12t相当（※））、

粗大ゴミ1,030個を回収しました。散乱ゴミ袋数は

2008年から徐々に増加していますが、手付かずの

場所を新たに整備して拾っているためで、荒川の

ゴミが増えているわけではありません。

（※）燃やせるゴミ、ペットボトルを2kg/袋、燃

やせないゴミを4kg/袋として換算。
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4．17年目（2010年）の成果

図表3 会場数（実施回数）の推移



④延べ約42kmを清掃

ゴミを拾った距離は、支流も含め上中流域（笹目

橋から上流）の川沿いに延べ約12km、下流域の川

沿いに延べ約30km、計約42kmに至りました。こ

れは、東京－横浜間33km（国道距離）を大きく上回

るものです。

⑤増える参加企業

荒川クリーンエイドでは、市民団体、企業、学校、

自治体などさまざまな団体がそれぞれ参加者を募

り主体的に会場運営をしています。

実施団体タイプ別に会場数（実施回数）を見ると、

年々企業による実施が増えています。（図表4）。

2）新規業務の樹立　ゴミの発生抑制策と生物多様

性を保全する付加価値

①発生抑制に向けた特定テーマのゴミ拾い

甚大化するペットボトルゴミの増加を受けて、

2010年度より【荒川ペットボトル大捜索！】と題した

ゴミ調査を実施しています。本ゴミ調査を通じて、

ペットボトルの内訳（水・お茶・ジュース・コーヒー

など）を特定し、参加者へのふりかえりと飲料メー

カーへの問題提起を行う予定です。

27

図表４　団体タイプ別会場数の推移



②生物多様性の保全という付加価値

荒川クリーンエイド・フォーラムを構成する市民

団体の中には、自然再生を志す団体が多数ありま

す。これらの団体が目指すべき姿は、都市河川荒

川において、子どもたちへの環境教育を推進し、

自然の維持管理を行うなかで、豊かな生物の多様

性を回復することにあります。こういったことを

踏まえて、荒川クリーンエイドの定義に、「川のゴミ

を拾って自然が回復するのを助ける活動です」とい

う一文を明文化するようになりました。

一方で、荒川はゴミが散乱する水際だけでなく、

河川敷にも多様な生態系があり、環境教育としての

大きな要素を兼ね備えています。ゴミ拾いに加えて、

更に、直接的な生物多様性の保全を行う活動を加え、

広義のクリーンエイドを更にブラッシュアップする

ということを2010年度に新たに着手しました。

③今後に向けて

当会は、過去17年間、荒川流域における市民と

行政、そして、学校、企業といった様々な主体に

よる環境保全活動を行い、17年目にして更なる飛

躍を遂げたものです。

しかしながら、ゴミの発生を抑制することや、年

間参加者1万人を更に増やすといった明確な成果が

求められています。前者においては、増加するプ

ラスチック系のゴミをどう抑制するかが大きな課

題となっており、後者においては、荒川流域の人

口1千万人分にして、1万人の参加者というごくご

く限られた枠をどうさらに普及させていくかが課

題となっています。

2年後の2013年に20周年を迎えるに当たり、こ

れらの課題に対して、着実に成果をあげることも

今後の目標設定として重要になっています。大き

な課題ではあるものの、こういった努力や成果の

積み重ねが、「里川」の創造につながり、持続可能な

荒川クリーンエイドを実現するものであると思わ

れます。

国土交通省と市民との協働というスキームにおい

て、トップランナーを担う当会ならではの課題と

して、今後更なる飛躍を誓うものです。
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